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◎雨水流出抑制施設設置要綱の目的 

近年、多治見市において、市街地の開発に伴って、保水機能を備わった田畑が減少する中、水路、

河川等の負担が大きくなってきております。平成２３年９月の豪雨には、平和町・池田町・前畑町・

田代町等が浸水被害を受けました。そのため、多治見市では、雨水の流出量に影響がある土地開発事

業に対し、新たな基準を設け、雨水流出を抑制することにより、水害を未然に防止し、又は、軽減を

図るため要綱を制定しました。 

 

◎申請が必要な行為 

 土岐川流域にて、開発面積が 1,000 ㎡以上の土地の開発行為注１ 

注１：開発行為とは、区画形質の変更を行う場合をいう。 

   ※ 雨水流出抑制施設設置要綱は、土地開発指導要綱と同様に建築物の建築を目的としない造成

行為（例えば太陽光パネル設置、露天駐車場、露天資材置場などを目的としたもの）についても

適用されます。 

 

◎申請が必要ない行為 

 開発面積が 1,000 平方メートル未満の開発行為 

 開発区域が 10,000 平方メートル以上の開発行為 

 開発区域が 3,000 平方メートル以上で土地開発指導要綱に基づき必要な調整池を設置する開発

行為 

 開発目的が戸建て住宅の建築を目的とする開発行為 

 都市計画法第１２条第１項各号に規定する市街地開発事業の施行として行う開発行為 

 既に必要な調整池が設置されている区域又は下流河川若しくは水路について必要な改修を行っ

た区域における開発行為で、雨水の流出の増加がないもの 

 鉱業法及び採石法に基づく事業にて山林復旧を行うもの 

  

◎雨水流出抑制施設とは、  

雨水流出抑制施設とは、貯留施設、浸透施設又はこれらを組み合わせた施設等で下流河川及び水路

に対する洪水負担の軽減を目的として設置する施設をいいます。 

 貯留施設は、雨水調整池、地上式雨水タンク、地下式雨水タンク又は貯留式駐車場等、雨水を一

時的に貯める施設 

 浸透施設は、浸透ます、浸透側溝又は浸透舗装等、雨水を地下に浸透させる施設 

 

 

 

 

 

 

※ 申請様式は、別途多治見市のホームページにて閲覧、入手してください。 

※ ただし、多治見市では、設置する雨水流出抑制施設は、貯留施設を標準とする。ただし、開発区

域の地形、地質及び地下水位等を考慮し、災害の危険がないと認められる場合は、浸透施設を設

置することができる。 
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◎貯留量 

開発前後に増えた流出係数で計算した雨水放流量の 1 時間以上を貯留できる量を対策量とする。

ただし、流出係数の変化が少なく、対策量が基準対策量以下の場合は、貯留量は基準対策量とする。 

 

◎貯留限界水深（オンサイト※ の場合） 

   貯留施設については、本来の利用に著しく支障のない構造・規模で計画し、貯留限界水深は、緑

地：０．３ｍ、駐車場：０．１ｍを標準とする。ただし、安全対策を別途に講ずると共に、維持管理

が十分に行われる場合は、その値を増加することができるものとする。 

（※降雨水の移動を最小限におさえ、雨が降った場所で貯留し、雨水の流出を抑制する施設。） 

 

◎流出係数の求め方 

開発前後の総括流出係数注2の算定方法は、次式にて求める。 

注２：総括流出係数 開発区域内の工種別に算出した流出係数の平均値をいう。 

(１) Ｃ＝Σ（Ｃi×Ａi）／Ａ 

Ｃ：総括流出係数 

Ｃi：i工種別流出係数（次号の表に定める流出係数をいう。） 

Ａi：i工種別総面積（ha） 

Ａ：開発区域面積（ha） 

※ 開発後の工種（土地利用目的）は、調整池を設置しない場合の工種で検討する 

(２) 工種別流出係数 

 

 

 

＊未舗装の駐車場等は、0.80を使用 

 

◎対策量の求め方 

貯留する対策量は、次式より求める。 

Ｑ＝（Ｑ１－Ｑ２）×60（分）×60（秒） 

Ｑ１＝１／360×Ｃ１×Ｉ×Ａ      Ｑ２＝１／360×Ｃ２×Ｉ×Ａ 

Ｑ ：対策量（㎥） 

Ｑ１：開発後総括流出量（㎥）      Ｑ２：開発前総括流出量（㎥） 

Ｃ１：開発後総括流出係数        Ｃ２：開発前総括流出係数 

Ｉ：計画降雨規模（142mm/ｈ）      Ａ：開発区域面積（ha） 

 

 

工種別 流出係数 

屋根 0.90 

道路（舗装した駐車場を含む。） 0.85 

その他の不透面（田を含む。） 0.80 

水面 1.00 

間地（畑を含む。） 0.20 

芝・樹木の多い平地 0.15 

勾配の緩い山地 0.30 

勾配の急な山地 0.50 



3 
 

◎基準対策量の求め方 

基準対策量は、次式により求める。 

Ｖ＝２７０×Ａ 

Ｖ：基準対策量（㎥）      Ａ：開発区域面積（ha） 

 

※ 対策量の決定は次の条件により決定する。 

     Ｑ（対策量）＞Ｖ（基準対策量） 場合、対策量は、Ｑ以上とする。 

     Ｑ     ＜Ｖ        場合、対策量は、Ｖ以上とする。 

  

◎貯留施設の調整孔の求め方 

貯留施設の調整孔は、１）及び２）の算定方法により求めるものとし、原則として直径40ミリメートル

以上とする。 

１) ａ＝Ｑ２／（Ｃ×√(２×ｇ×ｈ)） 

ａ：調整孔断面積（㎡）      

Ｑ２：開発前総括流出量（㎥） 

Ｃ：係数（※） 

ｇ：重力加速度（9.8m/sec2） 

ｈ：貯留施設の計画高水位（ＨＷＬ）から 

調整孔断面中心までの水深（ｍ） 

２) 流出係数の差がなく、貯留量を基準対策量とする 

場合にあっては、 

Ｑ２＝（270×Ａ）／60（分）／60（秒） 

とし、調整孔断面積（ａ）を求める。 

 

◎余水吐及び放流管の求め方  

１）雨水桝を利用し余水吐を設置する場合、安全のため上部には蓋を設置し、構造はグレーチングとす

る。 

２）小堤にて計画の場合、余水吐の越流水深は、0.1mを標準とする。また、越流巾は次式により求める。 

    Ｂ＝Ｑ１／（Ｃ×Ｈ3/2） 

     Ｂ：余水吐越流巾（ｍ）  

     Ｑ１：開発後の総括流出量（㎥） 

     Ｈ：越流水深（ｍ）（標準＝0.1ｍ） 

     Ｃ：流量係数（＝1.8） 

 ３）放流管の断面の決定は、「多治見市土地開発基準 第２の４ 排水施設（２）・（３）」の算定方法に

て求める。 

        

◎申請手続きの概要 

 雨水流出抑制施設設置計画書（正副各２部） 

開発事業者は、雨水流出抑制施設を設置しようとするときは、当該雨水流出抑制施設の設

置に係る他の法令等の許可申請等を行うとともに、必要図書を添付し提出してください。 

調製孔の呑み口の形状 係数 

ベルマウス付呑み口 0.9 

呑み口部分を板で覆ったもの 0.8 

箱抜き型 0.7 

※係数 
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 雨水流出抑制施設設置完了報告書(正副各２部) 

開発事業者は、雨水流出抑制施設の設置を完了したときは、必要図書を添付し提出してく

ださい。 

 計画の手順 

 本要綱が対象になった場合の計画の手順は、対策量の設定、貯留施設の配置計画及びオリ

フィス構造の検討より実施するものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 貯留施設の一般事項 

１）貯留施設は、雨水流出抑制機能の確実性と継続性が確保できるとともに、良好な維持管理

が可能な構造と場所を考慮して計画するものとする。なお、流下方式は、原則として自然流

下方式とすること。 

２）貯留施設は、雨水の貯留と排水が円滑で、維持管理が容易であることとする。また、地下

貯留施設は、土圧、上載荷重等の外圧、貯留時の水圧、自重及び基礎地盤の耐力等に耐えら

れる堅固な構造とする。 

 

雨水貯留の計算例１ 

（アパート等を建築する場合） 

現況  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

雨水流出抑制施設設置場所 対策量の設定 貯留対策量の設定 配置計画 

放流施設の検討 構造設計 

施 工 維持管理 

計画書申請 承 認  

工事完成 

完了報告書 
完了確認 

市が行うこと 

畑 

1000 ㎡ 

資材置場 

500 ㎡ 
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土地利用計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開発前(現況)の総括流出係数 

 Ｃ２＝（0.2×1000+0.8×500）/1500    （畑の流出係数＝0.2 資材置場の流出係数＝0.8） 

＝0.40 

開発前の流出量 

 Ｑ２＝1/360×C2×I×A      

   ＝1/360×0.40×142×0.15 

   ＝0.02366 

＝0.0236 ㎥／s 

開発後の総括流出係数 

 Ｃ１＝（0.9×500＋0.85×800＋0.8×100＋0.2×100）／1500 

   ＝0.820 

   ＝0.820 

開発後の流出量 

 Ｑ１＝1/360×C１×I×A 

   ＝1/360×0.820×142×0.15 

   ＝0.04851 

   ＝0.0485 ㎥／s 

対策量 

Ｑ＝(Q1－Q2)×60×60  

＝(0.0485－0.0236)×60×60 

＝89.64 ㎥ 

基準対策量 

 Ｖ＝270×Ａ 

  ＝270×0.15 

  ＝40.5 ㎥     ＊対策量は、Ｑ＞Ｖ であるため、89.64 ㎡以上を対策量とする。 

 

 

 

屋根 

500 ㎡ 

駐車場（舗装） 

800 ㎡ 

花壇 

100 ㎡ 

未舗装駐車場 

（直接放流） 

100 ㎡ 

流出係数 

屋根  C=0.9 

駐車場 C=0.85 

不透面（未舗装駐車場） 

    C=0.8 

花壇  C=0.2 



6 
 

オリフィスの断面の決定（直接放流分を考慮し、オリフィスの面積を決定する。） 

 直接放流分 

 Ｑ１’＝1/360×0.85×142×0.01 

   ＝0.00335 

   ＝0.0033 

  ｈ ：放流孔断面中心より H・W・Lまでの水深（ｍ）＝0.15ｍ 

Ａ＝（Q2-Q1’）／（C×√(2×g×h)           C:係数（箱抜き型）0.7 

  ＝（0.0236-0.0033）／(0.7×√(2×9.8×0.15))     g：重力加速度 9.8m/sec2 

  ＝0.0169 ㎡ 

オリフィスを円形にした場合の口径（ｌ）は 

ｌ＝2×√(0.0169／3.14) 

   ＝0.1467ｍ＝146.7mm       よって、Φ146mm 以下で計画する 

 オリフィスを正方形にした場合は、 

  L＝√0.0169＝0.130ｍ＝130mm      よって、□130mm 以下で計画する 

 

ポンプ排水の場合 

   （Ｑ２－Ｑ１’）×60×1000 Ｌ／分 

 ＝（0.0236－0.0033）×60×1000 

 ＝1218Ｌ／分  以下の排水能力ポンプを設置 

 

放流管の管径（多治見市土地開発基準 第２の４ 排水施設（２）・（３）より） 

 計画雨水量 

Ｑ１＝1/360・Ｃ・Ｉ・Ａ 

    ＝1/360×1.0×142×0.15         ＊開発区域の流出係数は、Ｃ＝1.0 とする 

    ＝0.0591 ㎥/sec 

断面計画 

放流管 HPΦ250mm 勾配Ｉ＝5％として計算する。 

Ｖ＝1/ｎ・Ｒ2/3・Ｉ1/2              

 ＝1/0.013×（0.04908/0.7854）2/3×0.051/2 

  ＝2.7086ｍ/sec 

Ｑ２＝Ａ・Ｖ 

  ＝0.04908×2.7086 

   ＝0.1329 ㎥/sec 

 

安全率 2.0 以上 

 2.0≦Ｑ２／Ｑ１＝0.1329/0.0591＝2.248      

よって、放流管は HPΦ250mm とする。 

 

 

 

 

ｎ：粗度係数＝0.013（ＨＰの場合） 

Ｒ：径深＝Ａ/Ｐ（ｍ） 

Ａ：流水の断面＝0.04908 ㎡（HPΦ250） 

Ｐ：流水の潤辺長＝0.7854ｍ 

Ｉ：勾配（5％と仮定した場合） 
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雨水流出抑制施設設置計画書（記入例） 

 平成２８年○○月○○日 

多治見市長 

開発事業者 住 所（所在地） 多治見市日ノ出町２丁目１５番地 

氏 名（名称及び代表者氏名） 多治見太郎    ㊞ 

連絡先 （0572）○○-○○○○ 

代理人 住 所 多治見市○○町○-○○ 

氏 名            日ノ出 次郎     ㊞ 

連絡先（0572）○○-○○○○ 

以下のとおり、雨水流出抑制施設を設置します。 

設置場所 多治見市日ノ出町２丁目１５番地 

開発面積       1,500 ㎡ 工 期 平成 27 年○○月○○日～平成 28 年○月○○日 

 

工  種 屋根 

道路（舗装

した駐車場

を含む。） 

その他の不

透面（田を

含む。） 

水面 

間地（畑

を 含

む。） 

芝・樹木

の多い平

地 

勾配の緩

い山地 

勾配の急

な山地 
計 

流出係数 0.90 0.85 0.80 1.00 0.20 0.15 0.30 0.50  

開発前土地利用状況(㎡)   500  1,000    1,500 

開発後土地利用計画(㎡) 500 800 100  100    1,500 

対策量①  89.64 ㎥  対策量② 40.5 ㎥ 対策量の多い方を必要対策量とする 

                            ∴ 必要対策量 ＝ 89.64 ㎥以上 

工 事 の 概 要 

 施設の名称 形状寸法 数 量 対策量 

雨
水
貯
留
施
設 

駐車場オンサイト貯留 800 ㎡×0.1ｍ 1 箇所 80 ㎥ 

側溝内貯留 U500（断面積 0.25 ㎡） 40ｍ 10 ㎥ 

   ㎥ 

   ㎥ 

合計（＝実施対策量） 90 ㎥ 

添付図書 ①位置図(縮尺 1/10,000 以上)   ②計画平面図(縮尺 1/1,000 以上)   ③構造図 

④対策量の計算根拠   ⑤その他（        ） 

※印の欄には、記入しないでください。 ※
受
付
番
号 

 

 総括流出係数 流出量＝1/360×総括流出係数×142mm/h×Ａ（ha） 

開発前 
(0.8×500+0.2×1000)/1500＝

0.40 

Q2＝1/360×0.40×142×

0.15＝0.0236 
対策量① 

(Q1-Q2)×60×60 ＝ (0.0485-0.0236) ×

60×60＝ 89.64 ㎥ 

開発後 
(0.9 × 500+0.85 × 800+0.8 ×

100＋0.2×100)/1500＝0.820 

Q1＝1/360×0.82×142×

0.15＝0.0485 
対策量② 270×Ａ ＝270×0.15＝ 40.5 ㎥ 
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雨水流出抑制施設設置完了報告書（記入例） 

平成２８年○○月○○日 

多治見市長 

開発事業者 住 所（所在地） 多治見市日ノ出町２丁目１５番地 

氏 名（名称及び代表者氏名） 多治見太郎    ㊞ 

連絡先 （0572）○○-○○○○ 

代理人 住 所 多治見市○○町○-○○ 

氏 名            日ノ出 次郎     ㊞ 

連絡先（0572）○○-○○○○ 

 

 雨水流出抑制施設の設置が完了したので、以下のとおり報告します。 

設置場所 多治見市日ノ出町２丁目１５番地 

開発面積 1,500 ㎡ 工 期 平成 27 年○○月○○日～平成 28 年○月○○日 

必要対策量 89.64 ㎥以上 実施対策量 89.95 ㎥(変更後の数値記入) 

変更の有無 ■ 有          □ 無 

工事の概要（変更が有る場合のみ記入してください。） 

 施設の名称 形状寸法 数 量 対策量 

雨
水
貯
留
施
設 

駐車場オンサイト貯留 800 ㎡×0.1ｍ 1 箇所 80 ㎥ 

側溝内貯留 
U500（断面積 0.25

㎡） 
20ｍ 5 ㎥ 

側溝内貯留 
U300（断面積 0.09

㎡） 
55ｍ 4.95 ㎥ 

   ㎥ 

   ㎥ 

合計（＝実施対策量） 89.95 ㎥ 

添 付 図 書 
①竣工図(縮尺 1/1,000 以上)    ②工事写真    ③完成写真 

④その他（        ） 

※現場確認年月日 平成   年   月   日 ※確認結果  

※印の欄には、記入しないでください。 
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流  域  図 


